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2011 年 3 月

理事長　百瀬邦和
　当会の活動の中でも冬の総数調査や標識調査などは多くの

ボランティアに支えられています。そして、調査に参加され

た方々には、一日中タンチョウを見続けることによってタン

チョウをいっそう身近に感じ、またタンチョウが生活してい

る現場の環境を体験していただける機会にもなっています。

　今冬はタンチョウ繁殖地の西端に位置するロシア内陸部の

チタ州の大学生に、分布東端にいるタンチョウの現状を観て

いただくことができました。本号の中でも紹介しているよう

に、彼らの体験はとても有意義だったようです。さらに、今

回私たちが彼らから教わったことも沢山あります。昨冬マイ

ナス 54 度を記録したというチタで暮らす彼らが「こちらの

寒さは空気が湿っているのでこたえる」というのです。マイ

ナス 20 度で空気が湿っている？ 考えてもみませんでした。

私たちが見慣れている、いやそれしか知らない木の形や林の

様子などについてもずいぶん指摘されました。タンチョウが

一年中います、というだけではなく、道東の自然環境は地元

にいるだけでは判らない特徴をもっているようです。タンチ

ョウを通して現地の自然を学び、それを皆で共有していくと

いう活動をこれからも進めていきたいと思います。
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国際冬期エコキャンプを行いました　　　　　百瀬邦和

　当会では公益信託地球環境日本基金からの助成を

受けて、「ロシア・ダウリア地方と北海道東部地方

とのタンチョウと湿原保護に向けた環境教育活動推

進事業」を昨年度から行っています。今年度はダウ

ルスキー自然保護区と連携した環境教育活動を行っ

ている、トランスバイカル師範大学の学生２名と

教官、そして同保護区研究員の計 4 名が来日され、

私たちの活動に参加していただきました。

　11 日間の釧路滞在中のスケジュールはかなり

ハードで、北海道教育大学釧路校での環境教育活動

推進に向けての打ち合わせ、釧路市長表敬訪問、と

きわ台ヒルズを会場としての市民との交流会、厚

岸・根室・弟子屈・釧路湿原周辺地域の自然環境視

察、釧路市音別町キナシベツで榊原さんを中心に行

われているエコキャンプへの参加（同地でのワーク

ショップにも参加）、キナシベツ湿原を愛する会と

共同で開催した講演会（別記）への参加、そして当

会の活動の柱の一つである冬の総数調査にも４日間

参加されました。

　今回のロシアチームは大学から旅費の一部を援助

されていますが、さらに経費節約のため、チタから

成田空港への便があるウラジオストックまでの移動

に片道３日間かかる鉄道を利用されています。釧路

での密なスケジュールに加えての長旅は大変だった

のではないかと心配していましたが、帰国後にリー

ダーのタチアナさんから届いたレポートは、今回の

キャンプが大成功であったと実感させるものでし

た。本人の了解を得てこのレポートの一部を紹介し

ます。　　　　　

北海道釧路市で 2011 年 1 月に開催された国際冬

期エコキャンプに参加して

　タチアナ・ティカーチュク（トランスバイカル    

　　　　　　　　　　　師範大学生態学部准教授）

　　　　

要約　北海道で開催された冬期エコキャンプに参加

することにより、日本の人々・生活習慣・北海道東

部の自然とその保護を知る機会を与えられた。日本

の政府並びに社会が如何にしてタンチョウを絶滅の

危機から救ったのかが分かった。タンチョウ保護研

究グループ（TPG）のメンバーの指導の下、タンチョ

ウの総数調査に参加し、その方法とデータの処理に

ついて学んだ。キナシベツにおける農業と自然保護

との共存にむけての実践には頭が下がる。社会に存

在する自然に対する畏敬の念が自然保護への一番の

力になっていると感じた。

　タンチョウ保護研究グループのお招きで私たちの

チームは釧路で開催された国際冬期エコキャンプに

参加し、いろいろな意味で素晴らしい経験を積むこ

とができました。

　まずなによりも、人々の、他の人々あるいはその

まわりの物事への接し方です。いつでもどこでも力

になってくださろうとする日本人の大変な親切心に

迎えられましたが、実は内心戦々兢々としていた日

本における初めの二日間に、私達だけで成田から釧

路に着く迄の間ですが、それを特に強く感じました。

つづく釧路に到着後の日々はまるで守護天使がみん

な総出で連れ回ってくれているかのようでした。本

当にいろいろとありがとうございます。

　私達はタンチョウ保護研究グループ（TPG）のよ

うなクレージーな方々が集まっている強力な団体と

お近付きになれて大変よかったです。TPG のメン

バーがツルの数を数えるために日本中から如何にし

て “ 渡り ” をしてみえるのか、はまさに驚きです。

全国津々浦々のこれ程大勢の方々がこれ程上手く連

携して活動なさっているのは本当に驚きです。TPG

は様々な職業や年代のいろいろな方々を結び付けてワークショップ風景（左端がタチアナさん）
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います。そして皆様方がツルのためになさっている

ことは素晴らしいことです。

　榊原さんにはとてもびっくりさせられました。農

家の方が自然保護活動に関わるというのは非常にめ

ずらしいことです。榊原さんが地所にある広葉樹の

自然林を維持していらっしゃるということはご本人

の自然保護への貢献の中で最も意義のあることだと

思います。この林は大変小さいため、なんでもなさ

そうな、ほんのちょっとしたことでその自立性は脅

かされてしまう恐れがあります。この林がすこしで

も拡がれば素晴らしいことで、是非研究されるべき

です。

　道東の自然に関しても、その歴史や再生について

学びました。北海道と私達の地方であるシベリア東

部に位置するトランスバイカリアのエコシステムに

はいくつか似ている点がありますが、数多くの異な

る種や亜種、さらには属や科の異なるものもありま

す。生物学者として日本の植物相や動物相が非常に

地域性に富んでいるということは以前から知識とし

て知っていましたが、生まれて始めて実際に島固有

種の形態を目にすることができました。シラカン

バ Betula platypylla のような普通種はここでは固有

の亜種になっており生育環境が異なっています。シ

カやノウサギやカラ類やカンバ類などもシベリアの

ものに似ていますが異なっています。樹木はしばし

ば独特な形態をしており大陸のものとは異なり矮小

化されています。ねじまがったりずんぐりしたりし

ているものもありますが、恐らく海風によるもので

しょう。私達が見たこのような形の樹木や他の自然

物（山、ツル、海、霧）は日本絵画の原形のように

思われます。日本絵画に描かれているこれらの自然

は私達の絵画にみられるものとは異なっています

が、まさに自然の姿なのです。これは驚きでした。

といいますのも、ここに来る前は単にそのような画

風であると思っていたからです。

　北海道には原生林がほとんど残っていないという

のは大変残念なことですが、少なくとも二カ所は皆

伐を免れ、現在保護されているということは喜ばし

いかぎりです。森林回復に一所懸命な日本の方のご

努力は尊敬に値します。元々生育していたような種

の構成により森林生態系の再生をする試みはどちら

かで研究されているのでしょうか。

　エキスカーションで訪れた名所の数々は夢のよう

でした。私達の誰も海や火山や噴気孔や温泉、また

ヒトを恐れない野生生物や海鳥、そして太平洋から

登る朝日をいままで見たことがありませんでした。

私が日本で見たり試したりしたかった夢の数々を実

現してくださったのです。私が一番目を見張ったの

は火山でした。テレビで見るようではない日本を見

られたことが面白かったです。ロシアからあまり訪

れる人がいないところに行けたのがよかったです。

エキスカーションは非常によく計画され、沢山見聞

することができました。

　次は私達の北海道滞在におけるヒーローについて

です。日本人がタンチョウの生息数の回復に成功し

たというのは偉大なことです。これらの美しい鳥を

先ず自然のなかで、そして次に給餌場で見られたの

はすばらしく、まるで劇場にいるようでした。私の

友人達はみな私が撮った給餌場のツルの写真に見と

れています。ツルがヒトよりシカを恐れているとい

うのは信じられないことです。皆様がおっしゃるよ

うにこれは望ましい状況ではありません。“ ヒト抜

きに ” 給餌をする試みなのですね。給餌場を見た今、

ツルにヒトを恐れなければいけないとどのように納

得させることができるのか、想像するのは難しいこ

とです。特定の場所に固執するという性格が助けに

なるかもしれませんし、個体群のある程度は再教育

することができるかも知れません。しかし昔からあ

る既存の給餌場の近くでは、ツルはヒトを危険なも

のとは思わないのではないでしょうか。ツルを再教

育するのは大変だと思いますが、ご成功をお祈りし

ます。

　個体数モニタリングの手法は賞賛に値します。非

常に細部に渡り、精度が高く、且つ骨の折れるもの

です。タンチョウのセンサスに参加するために仕

キナシベツ湿原にて
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スコット・フリーマン博士講演会　　　　　 山根みどり
　1 月 21 日、米ワシントン州立大学のスコット・

フリーマン教授による「私設自然保護区と環境教育

～レオポルド記念保護区の取りくみ～」と題した講

演会が、釧路市立博物館講堂で開催されました。こ

の講演会は、キナシベツ湿原を愛する会が、財団法

人前田一歩園財団の助成を受けてフリーマン教授を

招待し、タンチョウ保護研究グループ・釧路市立博

物館との共催で実現したものです 。

 フリーマン教授は、長年にわたり、アメリカの生

態学者・環境思想家アルド・レオポルドの「土地倫

理（Land Ethic）」の思想に基づいて設立された「ア

ルド・レオポルド財団」の活動に関わってこられま

した。ご自身、アルド・レオポルドの孫、スーザン

さんの夫君でもあります。今回の講演では、これま

での取組みと環境教育の重要性についてお話しいた

だきました。以下は、講演後の Q&A の内容も織り

込んだ講演内容の概要です。

　まず、私設自然保護区について。(1) 土地倫理と

は何か、(2) 土地倫理の考え方を、日常生活にどの

ように取り入れ、人と環境の調和を進めていけるか

に絞って説明します。

事を休み、大金をかけて集まって来るみなさんには

頭がさがります。私達もいくらかセンサスのお役に

たつことができたのなら嬉しいです。この総合的な

調査に参加し、一日ごとに新しいことをしました。

そして最終日に古賀公也博士が調査方法全体のレク

チャーをしてくださり、そこで初めて、なぜ経験豊

かな書記役の方が私達に幼鳥の数を納得のいく迄何

度も数えさせたのか、ということがわかりました。

もしかして、調査の全体像が事前にわかっていれば

私達のいくつかの失敗も避けることができて、よ

かったかもしれません。不思議に思うのですが、な

ぜ日本の学生さん達が参加しなかったのでしょう。

冬期エコキャンプに日本の学生さんが参加なされ

ば、日露両国の学生にとり大変よい機会になること

と思います。

　環境教育に関して特に申し上げたいのは、私達が

訪れた鶴居にある日本野鳥の会のビジターセンター

や阿寒国際ツルセンターの展示等です。沢山のエネ

ルギーや熱意や夢が、小さな子供からおとなまでの

あらゆる人々を対象にした環境教育にそそがれてい

ます。鶴居や阿寒で実現化されているいくつかのア

イディアは、大変興味深く、また効果的であると思

います。例えば、阿寒の給餌場を訪れる方々は皆、

実際にツルをもっと身近に感じ、また理解を深める

ことができますが、さらにツルを通してその世界を

自然全般へと広げることが出来ます。

　私達チームのメンバー、特に学生は、冬期エコキャ

ンプに参加することにより将来の人生や勉学に役に

立ついろいろな経験をすることができました。スケ

ジュールそのものはもちろん有意義ですが、それ以

上に、このキャンプを通して私達皆がうけたインス

ピレーションが重要です。このインスピレーション

により人生や自然とヒトとの関係に対する私達の見

方が影響をうけたのですから。

スコット・フリーマン博士

タンチョウ総数調査に参加
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　土地倫理という考えは、アルド・レオポルドが

1947 年に著書「A Sand County Almanac（邦訳：

「野生のうたが聞こえる」）の中で提唱したものです。

彼の考えでは、人間の歴史の中で「倫理」は、自分

自身、家族、村、国、すべての人間、土地という順

序で進化しました。哲学者でもあったアルド・レオ

ポルドは、まったく新しい考え方として、倫理を土

地にまで広げたのです。

　この土地倫理の実践として、アルド・レオポルド

は 1935 年に 50ha の荒廃した土地を農家から買い、

家族とともに週末に自然再生作業に取り組みまし

た。そこにあった掘立小屋（Shack と呼ばれている）

を再建し、今では財団のシンボル的な建物になって

います。毎年植樹を行い、1947 年までに 1 万本を

植えましたが、これはもともとその土地に生えてい

た植生を再生しようとした世界で最初の試みだった

と思います。また、ひどい状況になっていた小川を

整備してサケの遡上も復活させました。その他、ク

マやピューマ、鳥類が増えました。ハードな作業で

したが、家族でスキーやアーチェリーをして楽しん

だ場所でもあり、土地と家族の両方にとってすばら

しい仕事でした。

　1970 年にアルド・レオポルドは、近隣の 6 軒の

地主とともにグループを組成し、レオポルド自然保

護区を設立しました。約束事として、協力して土地

の再生と野生生物の保護を行い、地主が土地を売却

したい場合には、グループに優先的に買取権を与え

ました。これがのちにアルド・レオポルド財団とな

り、保護区全体の管理を行うようになりました。

現在、民有地の地主と州が協力してこの自然再生事

業を 5,000ha の土地の一部で行っています。これ

には、法的拘束力を持つ保全地役権（Conservation 

easement）契約が締結されていて、地主は開発制

限に同意しています。保護区内では、2 軒の農家が

トウモロコシ、大豆、牧草を商業的に栽培していま

すが、新たな木の伐採、家畜の放牧、家の新築は禁

止されます。土地の保全には、このような契約以外

に、土地購入、ボランティアの協力を得るなとのテ

クニックがあります。

　環境教育についてですが、土地倫理という考え方

は、アメリカの環境保全に大きな影響を与え、今で

は全米の学校の授業で教えられています。北海道で

も阿寒と北斗で環境教育に力を入れておられると聞

き、うれしく思います。子供への環境教育では、保

護区の環境教育センターという施設へ学校ぐるみで

やってくる子供たちに、じかに自然に触れさせ、人

と自然の相互作用を体感させています。楽しみなが

ら学べる仕組みを作っています。都会の子供はこの

ような体験を忘れず、人と土地とのかかわりの第一

歩を踏み出します。子供のころに自然に接する機会

のないまま成長した人は、土地倫理という考え方を

身につけることは難しいのです。自然を心で感じる

ことがとても重要です。

　財団設立以前は、このシンボル的な小屋の前で週

末にセミナーが開かれていました。近隣の農家の人

たちが対象の場合、野生動物から作物を守る方法な

どを、また裕福な地主たちには、買った土地の自然

再生に関する情報を提供していました。

　私設自然保護区と環境教育の効果として、「良い

家族関係が築ける」、「素晴らしいコミュニティがで

きる」、「良好な環境が再生される」点が挙げられる

と思います。政府は今以上に土地を買って国立公園

などの自然保護区を作ることは難しく、私設保護区

の役割はこれから大きくなるでしょう。

1935-1947: Restoring the land

環境教育センター

土地の再生
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　シリーズ　標識物語　　～名前の付いたタンチョウ～

 第 11 話　子供の独立 !?（82V － 036）　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　                                                    　　　　　　　　　　　　西 岡　秀 観 

　今回は、子別れ（親離れ）した後も越冬地に同

じ農家を使用した事例を紹介します。その主役

は 82V（2001 年生まれ、メス：①）とその子供

の 036（2006 年生まれ、メス：②）です。82V

①：82V（2006 年 2 月）　②：036（2010 年 12 月）

③：82V と 050（2008 年 1 月）

④：036（2008 年 11 月） ⑤：036（2009 年 1 月） 

⑥：82V（2009 年 2 月）

は、2005 年度シーズンは阿寒の給餌場で越冬しま

した。2006 年度には子供に 036 の標識を付けまし

た。2007 年度、82V は子供に 050（2007 年生まれ、

メス）の標識が付けられ、阿寒には現れず、繁殖地

近くの農家で越冬しました。（③）その年の 036 は

何処でも確認されず、安否が心配されました。

　2008 年 11 月、別海町のデントコーン畑に多くの

タンチョウが集まっているという話を聞き、調査に

行ったところ、036 の姿を確認しました（④）。前

年の総数調査では確認されなかったので、何処で越

冬したのかわかりません。2009 年１月、82V を確

認しようと越冬している農家さんに行ったところ、

堆肥ヤードの前を歩く 036 を確認（⑤）。２月には

同じ箇所で 82V を確認（⑥）したので、子別れ（親

離れ）した後も同じ農家を利用していることがわか

りました。2009 年度冬も同じ農家に行ったところ、

標識の付いている１羽のタンチョウがいて、確認し

たら 036 でした。その後もう１件の標識鳥が訪れる

別の農家に行き、もう一度（約 45 分後）農家に戻っ

たところ、今度は２羽のタンチョウがいて、標識か

ら 82V と確認しました。２年連続で同じ農家を利用

する親子のタンチョウ、しかし子別れ（親離れ）し

た後のせいか一緒に利用しているところは確認でき

ませんでした。前に T25 と 025 の話で書きましたが、

オスは親離れ後も出生地付近に戻る傾向があります

が、036 はメスでも出生地付近に固執したことにな

ります。もしかすると、2008 年のデントコーン畑（あ

る意味集団コンパ？）には気に入るオスがいなかっ
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⑧：82V（2010 年 12 月 30 日）

⑦：42V と 036（2010 年 12 月 28 日）

たせいかもしれません。タンチョウの世界でも「婚

活」はシビアなのかも・・・。

　そして 2010 年度、なんと 036 がサンクチュアリ

に現れました、しかも２羽で（⑦）。相手にも標識

が付いていて、確認したところ 42V（1998 年生まれ、

オス）でした。42V は、2001 年に標識のないメス

とカップルになり、2005 年には２羽の子連れでサ

ンクチュアリに来ていました。このことから、42V

は相方を亡くした後に 036 と知り合い、意気投合し

てサンクチュアリまで来たと思います。036 の出生

地の呪縛（？）から解放したのは、やはり王子様の

出現だったようですね。その時の 82V はというと、

今までと同じ農家で親子３羽仲良く過ごしていまし

た（⑧）。めでたし、めでたし。

　今回をもちまして、「標識物語」は一旦終了いた

します。これまで標識鳥によるタンチョウの生態や

行動の一部を紹介させていただきましたが、いかが

でしたでしょうか。今までの紹介はごく一部ですの

で、機会がありましたら是非道東に来ていただき、

実際に見ていただきたいと思います。今後は、別の

形で標識鳥に関する情報をお伝えできればと思って

います。その時は、またよろしくお願いいたします。

今までお付き合いいただきまして、ありがとうござ

いました。

　毎年恒例の冬のタンチョウ総数調査が１月 22 日

から 30 日まで行われました。今年も昨年と同様に、

天候に恵まれ、順調に調査ができました。厳寒の中、

のべ 130 名以上の方がボランティアで調査に参加

してくださいました。

　今年の調査には、国際冬期エコキャンプに参加

したロシアの研究者と学生 4 名と講演のために来

日されたフリーマン博士ら 2 名の参加もあり、国

際色豊かな調査となりました。

　現在、データを集計中で、正式な結果をご報告

できるのはもう少し先になると思いますが、概算

値では昨年よりもやや少ない数字となっています。

北海道のタンチョウの生息数は長年にわたって増

加傾向でしたが、私たちの調査でも昨年くらいか

ら横ばいぎみです。いよいよ生息数が頭打ちになっ

たのかもしれませんが、そう言えるかどうかはま

だわかりません。と言いますのも、近年は大きな

給餌場に集まらないで越冬するツルが増加してお

り、それらを探しきれていないかもしれないからで

す。特に今年は雪も少なく、かなり分散していたこ

とが考えられます。

　数が増えているのか減っているのかは今後のタン

チョウの未来を考える上で重要な情報です。今後、

調査方法の見直しも含めて、より正確な数が把握で

きるように考えていきたいと思います。

調査風景（鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ）
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＜表紙写真＞ 
　エコキャンプにて森を散策するロシア
の学生さん（キナシベツにて）
　　2011 年 1 月 20 日　
　　　　　　百瀬邦和撮影

＜会員（３月７日現在）＞

・ 運営会員：25 名、個人サポート会員：128 名、団体会員：13 団体

＜活動記録（2010 年 12 月〜 2011 年３月）＞
　12 月 3 日　運営会員連絡会（5 名出席）
　12 月 5 日　会誌「Tancho」第 11 号発送
　12 月 19 日　釧路湿原ラムサール条約登録 30 周
　　　年記念イベント「湿原たまてばこ」参加 
　1 月 7 日　運営会員連絡会（6 名出席）
　1 月 10 日　タンチョウ総数調査説明会
　1 月 17 日〜 27 日　国際冬期エコキャンプ
　1 月 20 日　ワークショップ「アメリカとロシア
　　　で行われている野外環境教育の紹介」

　東日本大震災で被災された皆さまに心より
　お見舞い申し上げます。
　遠く北海道の地においては被災地の様子は報道

を通して知るのみですが、かの地においても、こ

ころ同じく、タンチョウに想いを寄せる方たちが

いらっしゃいます。以前にもご紹介した、宮城県

蕪
かぶくり

栗沼に飛来したタンチョウを見守り続けている

齋藤肇さんから、御自身のご無事とともにタン

チョウの一報をいただきました。

『3 月 11 日　午前、役場鈴木氏からコウノトリが

　やってきたと携帯に電話あり。震災、震度６強、

　２時過ぎ。道路損壊、土手一部崩れる。 棚田

　の様子を見に軽トラで向かう途中、タンチョウ、

　「しんぽう囲い中央排水路」付近で採餌、平気

　そう。

３月 18 日　朝、母がコウノトリとタンチョウが

　「ふゆみず斉藤田」にいるのを目撃。』

　　 ロシア・アメリカなどから参加者 20 名
         （於：キナシベツナショナルトラストの家
          共催：キナシベツ湿原を愛する会） 
　1 月 21 日   フリーマン博士講演会「私設自然保護
　　区と環境教育～レオポルド記念保護区の取りく
　　み～」 （於：釧路市立博物館　共催：キナシベツ
　　湿原を愛する会、釧路市立博物館）
　1 月 22 日〜3 0 日　タンチョウ総数調査
　2 月 4 日　運営会員連絡会（７名出席）
　3 月 4 日　運営会員連絡会（6 名出席）

　地震、津波、さらに原子力発電事故というかつ

てない惨状が伝えられるなか、ここに生きる人々、

生きものたちの確かな力を信じ、祈るばかりです。

北海道沿岸部も甚大な被害を受け、漁業関係をは

じめ、今後数年に及ぶ影響が予想されます。それ

でも、雪融けの水辺でタンチョウは卵を抱き始め

ています。いつのときも、生命のいとなみが力強

く続くことを願います。

　齋藤さんは「ふゆみずたんぼ」と呼ばれている

環境保全型の水田作りに取り組んでいられる方で

す。すでに注文のキャンセルなど風評被害も始

まっているようです。そこに住む人々の生活を支

えていく支援もお願いしたいと思います。

蕪栗グリーンファーム　宮城県大崎市田尻蕪栗

　字伸萠西 19　TEL ＆ FAX　0229-39-2706　　

　e-mail：tasyumura@ybb.ne.jp

　http://tasyumura.nengu.jp/index.htm　 （松本）


